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概要 
Collaborative filtering is used for predicting behavior of customers of 
Internet commerce. Recent neuroscience facts suggested that our behavior 
was mainly decided by prediction and association. Estimation of user 
behavior by collaborative filtering based on prediction and association was 
investigated to understand its possibilities. 
 
はじめに 
インターネット上での消費者の購買行動は、

実店舗と異なり商品に関する情報の取得には

制限がある。そのため、消費者が自分の知ら

ない商品を買おうとすると、実店舗と比べる

と若干のリスクが存在する。そこでインター

ネット上の多くのサイトでは、各種の商品推

奨システムを導入している。このような方法

は有用で、消費者のインターネット上での購

買行動を促進させる働きがあった。 

 

行動決定のモデル 
ヒトがどのように欲しい商品を選ぶのかを理

解するためのモデルを構築すれば、より正確

な行動予測を行う事が可能になる。ヒトの行

動の決定に関わる脳の部位のうち主に大脳基

底核と辺縁系が認知的な学習に関与している

ことが知られている。大脳基底核では、報酬

の予測と関連して活動するドーパミン細胞

[1]の働きにより直接経路及び間接経路と呼

ばれる基底核の神経回路を切り替えると考え

られている。一方、辺縁系では、マウスの海

馬の CA3 と言われる領域の可塑性の阻害に

より、空間的な学習課題の連想記憶能力が低

下する[2]ことから脳での行動決定の重要な

部分は予測と連想であると考えられた (図 1)。 

 

 
図 1  行動決定の神経科学的モデル 



次世代推奨システム 
これらの知見に基づいた新しい推奨システム

の実現可能性について検討を行った。予測項

目は、ユーザーの過去の購買行動の履歴デー

タから決定されるユーザーの購買対象となる

物品の候補である。連想項目は、ユーザーの

応答と全ユーザーの購買履歴データから決定

されるユーザーが購入する可能性のある商品

リストであり、従来の推奨システム[3]におけ

る推奨商品に相当する。両者の共通項目から

最終的なユーザー固有の推奨項目が決定され、

ユーザーに提示される(図 2)。このように、予

測と連想という異なる 2 つの手法を組み合わ

せれば、ユーザーの購入する可能性のある商

品を絞り込むことができ、より正確なユーザ

ーの購買行動の予測を行えると考えられた。 

 

応用及び展望 
次世代推奨システムは、インターネット上の

商店の商品推奨だけでなく、コンテンツ配布

におけるフィルタリングにも応用できると考

えられる。ユーザーによるコンテンツのレイ

ティングは、コンテンツフィルタリングのた

めの一つ手法である。しかし、コンテンツの

レイティングはユーザー自身が行うために、

専門家等が行う場合より正確ではない。推奨

システムで用いられる手法を導入し、ユーザ

ーによるレイティングを補完することによっ

て、コンテンツの品質を向上させれば、ユー

ザーの作成したコンテンツを配布するプラッ

トフォームを実現できると考えられた。 
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図２ 次世代推奨システムの例 
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